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第 690回⽇本内科学会関東地⽅会. 東京, 2023 年, 10⽉. 

126. 渡邉初実, 森崇寧, 森本靖久, 塩路慎吾, ⾚⽊祐⼀朗, 藤⽊珠美, 萬代新太郎, 安藤史顕, 森雄太郎, 須佐紘⼀郎, 飯盛聡⼀郎, 内藤

省太郎, 蘇原映誠, 内⽥信⼀. COVID-19 mRNA ワクチン接種後に発症した PGNMID の⼀例. 第 53 回⽇本腎臓学会東部学術⼤

会. 仙台, 2023 年, 9⽉. 

 

【講演】 

1. 安藤 亮⼀. 腎疾患栄養療法の最新の知⾒. 2023 年 JSPEN 臨床栄養代謝専⾨療法⼠セミナー（腎疾患専⾨療法⼠セミナー）. WEB

（オンデマンド配信）, 2023 年 8⽉〜9⽉. 

2. 安藤 亮⼀. 事故と対策. 令和５年度 透析療法従事職員研修. WEB（オンデマンド配信）, 2023 年 8⽉〜10⽉. 

3. 安藤 亮⼀. ⽇本透析医会が考える,医療安全・災害対策に関する現状と課題. 埼⽟県透析医会共催講演会. 川越, 2023 年 12⽉. 

4. 安藤 亮⼀. 2021 年透析医療事故と医療安全に関する調査から. ⽇本透析医会 2023 年春期研修セミナー. 東京, 2023 年 5⽉. 

5. 安藤 亮⼀. 透析医療を取り巻く課題と展望. 東腎協第 11回⼤会. 東京, 2023 年 10⽉. 

6. 安藤 亮⼀. DIEMAS の現状と東京都透析関連企業連絡会としての活⽤について〜イントロダクション. 東京都透析関連企業連絡

会 2024 年講演会. 東京, 2023 年 11⽉. 

7. 安藤 亮⼀. 透析室の感染対策. 2023 年度⾎液浄化基礎セミナー. 東京, 2023 年 7⽉. 

8. 安藤 亮⼀. 令和 3 年透析医療事故と医療安全に関する調査を担当して. 第 6回東京都透析医会講演会. 東京, 2023 年 1⽉. 

9. 安藤 亮⼀. 令和 3 年透析医療事故と医療安全に関する調査からみえてきたこと. 第5回岩⼿腎不全研究会春季セミナー. 盛岡, 2023

年 5⽉. 

10. 安藤 亮⼀. 災害時透析医療における広域関東圏連携ネットワークの役割り. 透析施設災害対策講演会 2023. ⽔⼾, 2023 年 10⽉. 

11. 安藤 亮⼀. ⾎液浄化と薬剤. 公益社団法⼈ ⽇本臨床⼯学技⼠会 ⾎液浄化関連指定講習会. WEB（オンデマンド配信）. 2023 年 9

⽉〜11⽉ 

12. ⼤井克征. 慢性腎臓病治療の実際〜当院の取り組み〜. 第 3回⽬⿊区腹膜透析の地域連携を考える会. 東京, 2023 年 10⽉. 

13. ⼤井克征. CKD 診療におけるチーム医療《多職種連携とは？》. ⽬⿊区 CKD対策ネットワーク区⺠公開講座. 東京, 2024 年 2⽉. 

14. ⼤井克征. SGLT2阻害薬の慢性腎臓病治療における有⽤性. どうする？慢性腎臓病治療. 東京, 2023 年 11⽉. 

15. ⼤井克征. ゼロから学ぶ腹膜透析. CKD Web Seminar. 東京, 2023 年 5⽉. 

16. 河﨑智樹. 腎臓の機能と CKD について. PD基礎Webセミナーin 多摩. 東京, 2023 年 7⽉. 

17. 河﨑智樹. 北多摩⻄部地区災害対策 2022活動報告. 三多摩腎疾患治療医会. 東京, 2023 年 5⽉. 

18. 河﨑智樹. ⽴川 CKDネットワークの概要. 慢性腎臓病治療を考える会. 東京, 2023 年 7⽉. 

19. 河﨑智樹. ⽴川 CKDネットワークの概要. Stop CKDセミナー in ⽴川 2023. 東京, 2023 年 6⽉. 

20. 菊池寛昭. マルチオミクス解析を⽤いた腎肥⼤メカニズムの解明 - NIH の研究環境と強⼒なコミュニティ-. 第 204 回 NIH ⾦曜

会. On line, 2023 年 8⽉. 

21. 紀平 裕美. 東京都⽴多摩総合医療センター 腎臓内科. 北多摩腎不全地域連携懇話会. 東京, 2023 年 7⽉. 

22. 佐藤英彦. 特別講演 パス委員会ゼロからのスタート. 東京医科⼤学病院 クリニカルパス⼤会. 東京, 2023 年 2⽉. 

23. 蘇原映誠. 慢性腎臓病(CKD)における原疾患の正確な診断の重要性. ⽂京区 CKD重症化予防・病診連携セミナー, 2023 年 10⽉.  

24. ⾼橋⼤栄. 透析患者と AS, TAVI. 第 10回透析患者の糖尿病診療セミナー. 東京, 2023 年 7⽉. 

25. ⾼橋⼤栄. CKD 診療における ARNI のポジショニング. 第 118回医療連携フォーラム. 東京, 2023 年 12⽉. 



26. ⾼橋⼤栄. CKD 診療における ARNI のポジショニング. 腎臓から⾼⾎圧を考える会. 東京, 2023 年 11⽉. 

27. ⾼橋⼤栄. 実臨床における ARNI のポジショニング. 腎臓内科領域 Hypertension symposium~⾼⾎圧治療について考える~. 東京, 

2023 年 10⽉. 

28. ⾼橋⼤栄. 武蔵野⾚⼗字病院における CKD治療. 武蔵野市・三鷹市地域連携講演会. 東京, 2023 年 2⽉. 

29. ⾼橋⼤栄. 実臨床における ARNI のポジショニング. ARNI Nephrology x Cardiology Web Symposium. 東京, 2023 年 5⽉. 

30. ⾼橋⼤栄. SGLT2阻害薬への期待. 三鷹武蔵野 CKD Symposium. 東京, 2023 年 2⽉. 

31. ⾼橋⼤栄. 実臨床における ARNI のポジショニング. ⾼⾎圧×腎臓×ARNI. 東京, 2023 年 7⽉. 

32. ⽥中啓之. 腎疾患患者の栄養管理と電解質. 神奈川県病院薬剤師会. 神奈川県Web, 2023 年 7⽉. 

33. ⽥中啓之. 横須賀地区における DKD 地域連携をどのように推進したか？. WEB セミナー~地域で考える糖尿病腎症~. 神奈川県

Web, 2023 年 10⽉. 

34. ⽥中啓之. DKD 病診連携と SGLT2阻害剤~効果的介⼊をおこなうためのシステム~. ⽇本ベーリンガーインゲルハイム社内講演会. 

神奈川県, 2023 年 10⽉. 

35. ⽥中啓之. NST で遭遇する電解質異常,リフィーデング症候群. NST専⾨療法⼠指定研修セミナー. 神奈川県, 2023 年 9⽉. 

36. ⽥中啓之. CKD患者が⼊院した時の栄養療法. CKD患者の栄養管理を考える会. 神奈川県Web, 2023 年 9⽉. 

37. ⽥中啓之. Seamless に取り組む地域連携〜かかりつけ医と病院の”連携”を再考する〜. DKD重症化予防 Deep Dive. 神奈川県, 2023

年 11⽉. 

38. ⽥中啓之. CKD 病診連携と SGLT2 阻害剤〜効果的介⼊をおこなうためのシステム〜. ⼩野薬品⼯業社内講演会. 神奈川県 Web, 

2023 年 3⽉. 

39. ⽥中啓之. 新しい CKD(慢性腎臓病)関連治療薬〜⾼齢者⾷事療法の課題, CKD 連携について〜. 横須賀市 CKD 病診連携講演会. 

神奈川県, ハイブリッド, 2023 年 11⽉. 

40. ⼟岐 徳義. CKD 病診連携について. CKD Symposium. 東京, 2023 年 5⽉. 

41. 野⽥裕美. 新渡⼾記念中野総合病院における DKD 医療連携. 透析にならないための糖尿病と腎臓病ケア〜新規透析導⼊減少への

挑戦〜. 東京, 2023 年 3⽉. 

42. 野⽥裕美. 当院における CKD医療連携について. 中野区内科医会 中野 CKDフォーラム. 東京, 2023 年 5⽉. 

43. 野⽥裕美. 中野区での災害時透析医療対策. 東京都区部災害時透析医療ネットワーク区⻄部ブロック災害時透析医療講演会. 東京, 

2023 年 10⽉. 

44. 野⽥裕美. CKD の最近の話題と治療の実際について. CKD医療連携を考える 2023. 東京, 2023 年 11⽉. 

45. ⽻⽥ 学. 当院の DKD 診療. 第 4回 TAMA Diabetes & Kidney Conference. 東京, 2023 年 4⽉. 

46. 原悠. LRBAは尿濃縮と⽔恒常性維持に必須の分⼦である. ⼼腎連関Web セミナー. 栃⽊/web, 2023 年 4⽉. 

47. 萬代新太郎. 慢性腎臓病とオステオサルコペニア ―運動機能を意識した CKD 診療―. 第 6回 CKD医療連携ネットワークWebセ

ミナー. 東京, 2023 年 11⽉. 

48. 萬代新太郎. サルコペニアを意識した CKD治療薬の選択. 第 31回東京御茶ノ⽔腎談話会. 東京, 2023 年 5⽉. 

49. 萬代新太郎. 慢性腎臓病において循環細胞外⼩胞が伝播する microRNA シグネチャーと⾎管⽯灰化メカニズムの解明. 第 2 回御茶

ノ⽔腎研究会. 東京, 2023 年 6⽉. 

50. 萬代新太郎. 細胞外微粒⼦と腎⾎管連関 −慢性腎臓病による⾎管⽯灰化の新メカニズム−. 第 20 回 Yokohama Parathyroid & 

Bone Forum (YPBF). 横浜, 2023 年 10⽉. 



51. 藤井徹郎. 慢性腎臓病と合併症について. 第 62回 平塚市医師会・平塚共済病院合同臨床懇話会. 平塚, 2023 年 11⽉. 

52. 藤澤 ⼀. みなとセミナー. CKD連携会. 横浜, 2023 年 1⽉. 

53. 藤澤 ⼀. CKD 診療における気をつけるべき点とは. CKD連携会. 東京, 2023 年 4⽉. 

54. 飯盛聡⼀郎. CKD の最近の知⾒と治療について. Meet The Expert. 東京, 2023 年 9⽉. 

55. 森崇寧. 腎臓内科医からみた Fabry 病 ⾼齢患者の治療例紹介. ファブリー病カンファレンス. 東京/web, 2023 年 1⽉. 

56. 森崇寧. ⽇常臨床で遭遇する遺伝性カリウム代謝異常症〜ロケルマの有⽤性と実際の治療〜. Cardio Renal Online Symposium. 東

京/web, 2023 年 4⽉. 

57. 森崇寧. ⽇常臨床で遭遇する遺伝性カリウム代謝異常症〜ロケルマの有⽤性と実際の治療〜. Hyperkalemia Online Symposium. 東

京/web, 2023 年 5⽉. 

58. 森崇寧. ⾼安動脈炎· 両腎動脈狭窄による難治性⾼⾎圧への ARNI 奏功例紹介. Hypertension Expert Meeting 〜腎臓内科医が考え

る ARNI の有⽤性〜. 東京/web, 2023 年 6⽉. 

59. 森崇寧. エンレスト投与例の実際 〜WNKキナーゼを介した塩排出メカニズムの考察〜. ARNI Camp 〜腎臓の視点から⾼⾎圧治

療を再考する〜. 東京/web, 2023 年 6⽉. 

60. 森崇寧. 腎臓内科医からみた糖尿病患者に対する⾎圧治療 〜ARNI を⽤いた新たな⼀⼿〜. ARNI ⾼⾎圧 Collaboration Web 

Seminar in Tokyo. 東京/web, 2023 年 10⽉. 

61. 森崇寧. ⾼⾎圧治療は付加価値を⾒出す時代へ 〜ARNI が真価を発揮する症例とは〜. ARNI ⾼⾎圧 Collaboration Web Seminar. 

東京/web, 2023 年 11⽉. 

62. 森崇寧. 網羅的遺伝⼦解析から⾒えたこと〜CKD における希少疾患の存在意義〜. Sumitomo Pharma 遺伝性腎疾患フォーラム. 

東京/web, 2023 年 10⽉. 

63. 森崇寧. なぜ ARNI なのか？ 〜塩分排出の機序から⾒えた理想的な降圧治療の⼀⼿〜. Hypertension Web Seminar. 東京/web, 

2023 年 12⽉. 

64. 森崇寧. ⿇痺してはいけない透析患者の⾼カリウム⾎症 〜即戦⼒としてのロケルマ適正使⽤〜. Dialysis Online Symposium. 東京

/web, 2023 年 12⽉. 

65. 森崇寧. 理想的な降圧治療に⼀筋の光明 〜ARNI を導⼊すべき症例と適切なタイミング〜. ⾼⾎圧治療最前線 -ARNI は標準治療

薬となりうるか？-. 東京/web, 2023 年 10⽉. 

66. 森崇寧. ARNI の「塩」排出⼒を⽣かした⼀枚上⼿の⾼⾎圧治療へ. ARNI Web Seminar. 東京/web, 2023 年 11⽉. 

67. 森崇寧. ⽇常臨床で遭遇する遺伝性カリウム 代謝異常症 〜⾼カリウム⾎症におけるロケルマの有⽤性と実際の治療〜. 東京腎臓

病ネットワーク研究会 〜腎領域の次世代を担う会〜. 東京/web, 2023 年 8⽉. 

68. 森崇寧. ⾼カリウム治療の恩恵 〜腎臓を守るためにロケルマでできること〜. LOKELMA Symposium 2023. 東京/web, 2023 年 11

⽉. 

69. 森崇寧. 腎臓内科医が考える NGS. Fabry Disease 9/3 NGS座談会. 東京/web, 2023 年 9⽉. 

70. 吉川 桃乃. 糖尿病性腎症とは. 糖尿病区⺠公開講座（区⻄北部糖尿病医療連携推進検討会, 豊島区医師会, 豊島区主催）. Web, 2023

年 2⽉. 

71. 吉川 桃乃. 腎臓病療養指導⼠になりませんか. 第 85回地域連携薬事研修会（都⽴⼤塚病院主催）. Web, 2023 年 6⽉. 

【研究助成⾦】 

1. 安藤史顕. 公益財団法⼈武⽥科学振興財団 医学系研究継続助成. 「新規 PKA制御法による疾患治療への応⽤」. 



2. 安藤史顕. 公益財団法⼈ 持⽥記念医学薬学振興財団. 「⾼⾎圧症と免疫不全症に共通する病態の解明」. 

3. 安藤史顕. 科学研究費補助⾦基盤（B）. 「PKA関連疾患の病態解明と治療薬開発」. 

4. 安藤史顕. ⽇本医療研究開発機構(AMED) 難治性疾患実⽤化研究事業. 「先天性腎性尿崩症と分類不能型免疫不全症に共通する

LRBA 依存性膜輸送機構の解明」. 

5. 安藤史顕. 公益財団法⼈ソルト・サイエンス研究財団. 「腎臓尿細管における LRBA を介したナトリウム再吸収機構の解明」. 

6. 菊池寛昭. 上原記念⽣命科学財団 2023 年度 研究奨励⾦. 「βカテニンリン酸化に着⽬した慢性腎臓病の病態解明」. 

7. 菊池寛昭. 2023 年度 科学研究費補助⾦ (令和 5 年度  研究活動スタート⽀援). 「慢性腎臓病における⾮古典的βカテニンリン酸

化による遺伝⼦発現制御の解明」. 

8. 菊池寛昭. 2024 年度 科学研究費補助⾦ (令和６(2024)年度 若⼿研究). 「多発性嚢胞腎における,βカテニン Ser552 リン酸化に

よる遺伝⼦発現制御の解明」. 

9. 蘇原映誠. ⽇本医療研究開発機構(AMED) 難治性疾患実⽤化研究事業, 希少難治性疾患の病態解明研究（病態解明）.「遺伝性腎線

維化症ネフロン癆の病態解明と新規治療法開発」. 

10. 蘇原映誠. ⽇本学術振興会 科学研究費補助⾦ 挑戦的研究(萌芽). 「腎オルガノイドを⽤いた Forward Genetic による腎線維化制御

機構の探索」 

11. 蘇原映誠. ⽇本学術振興会 科学研究費補助⾦ 基盤研究(B). 「エネルギー感知機構の破綻による慢性腎臓病の線維化進⾏機序解明

と治療法開発」 

12. 蘇原映誠. ⽇本医療研究開発機構(AMED) ⾰新的先端研究開発⽀援事業 PRIME. 「ストレスと臓器線維化をつなぐエネルギー恒

常性機構破綻の病態解明と臨床応⽤」 

13. 仲尾祐輝, 森槙⼦, 森雄太郎. 東京医科⻭科⼤学オープンイノベーションセンター イノベーションアイデアコンテスト「ヒト患者

由来の薬剤腎臓毒性試験プラットフォームの開発」（研究代表者, 研究分担者, 研究分担者）. 

14. 野⽥裕美. 科学研究費補助⾦基盤（C）. 「アクアポリンナノディスク法による⽔チャネル直接阻害薬の開発」. 

15. 橋本博⼦. ⽇本透析医会研究助成⾦. 「透析患者におけるオステオサルコペニアのバイオマーカーと新規治療薬の構築」. 

16. 橋本博⼦. 科学研究費補助⾦若⼿研究. 「慢性腎臓病患者のオステオサルコペニアの病態解明と治療法開発」. 

17. 原悠. 次世代研究者育成ユニット. 「cAMP/PKAシグナル活性化による LRBA⽋損症の治療法開発」. 

18. 原悠. 科学研究費スタートアップ. 「PKAシグナル活性化による LRBA⽋損症に対する新規治療法の開発」. 

19. 藤丸拓也. 科研費（若⼿研究）. 「成⼈慢性腎臓病患者におけるネフロン癆の臨床的特徴と病態⽣理の解明」. 

20. 萬代新太郎. 科学研究費基⾦基盤研究（B）. 「細胞外⼩胞を介した慢性腎臓病によるサルコペニア・腎性⽼化の全容解明」. 

21. 萬代新太郎. JST創発的研究⽀援事業(FOREST)  フェーズ 1. 「循環細胞外⼩胞の制御によるサルコペニア・慢性腎臓病の克服」. 

22. 萬代新太郎. AMED疾患基礎研究事業部 腎疾患実⽤化研究事業. 「不良細胞外⼩胞を標的とした慢性腎臓病と腎性⽼化現象の病態

解明」. 

23. 森崇寧, 蘇原映誠. クラウドファンディング寄付⾦. 「腎臓病の遺伝⼦解析から,病気と遺伝⼦のかかわりを探り続けるために」. 

24. 森崇寧. 科学研究費補助⾦ 基盤研究（C）. 「ウロモジュリンの⽣理的制御メカニズムと病態⽣理学的機序の解明」（研究代表者）. 

25. 森崇寧. AMED 腎疾患実⽤化研究事業. 「腎臓オルガノイドを⽤いた腎線維化修飾遺伝⼦の探索」（研究分担者）. 

26. 森雄太郎. ⽂部科学省 卓越研究員事業. 「細胞⽼化と免疫チェックポイント分⼦をターゲットとした慢性腎臓病の病態解明および

新規創薬」（研究代表者）. 

27. 森雄太郎. 東京医科⻭科⼤学 重点研究領域（公募型）. 「尿細管オルガノイドを⽤いた慢性腎臓病病態モデルの開発と病因細胞の



プロファイリング」（研究代表者）. 

28. 森雄太郎. 東京医科⻭科⼤学 若⼿研究者育成ユニット. 「免疫チェックポイント分⼦の制御による慢性腎臓病の新規治療法開発」

（研究代表者）. 

29. 森雄太郎. 科学研究費補助⾦ 研究活動スタート⽀援. 「尿細管オルガノイドによる semi-personalized 病態モデルの構築」（研究代

表者）. 

30. 森雄太郎, 森槙⼦. 上原記念⽣命科学財団 研究助成⾦.「細胞内糖代謝に着⽬した糖尿病性腎臓病の病態解明」（研究代表者, 研究

分担者）. 

31. 森雄太郎, 森槙⼦, 須佐紘⼀郎. 「尿細管上⽪細胞をターゲットとした新規の糖尿病性腎臓病治療薬の開発」（研究代表者, 研究分担

者, 研究分担者） 

32. 森雄太郎. ⽇本腎臓病協会・ノボノルディスクファーマ研究助成. 「マイクロ流体デバイスを⽤いた慢性腎臓病患者由来 kidney-on-

a-chip の樹⽴」（研究代表者）. 

33. 森雄太郎. 2022 年バイエル薬品アカデミックサポート. 「尿細管オルガノイドによる semi-personalized 病態モデルの構築」（研究

代表者）. 

34. 森雄太郎, 森槙⼦. MSD⽣命科学財団 研究助成-⽣活習慣病領域-「KIM-1阻害薬と SGLT2阻害薬の併⽤による糖尿病性腎臓病治

療法の開発」（研究代表者, 研究分担者）. 

35. 森雄太郎, 森槙⼦. 東京医科⻭科⼤学オープンイノベーション機構 イノベーションアイデアコンテスト「初代培養オルガノイドに

よる薬剤テスト」（研究代表者, 研究分担者）. 

36. 森雄太郎. 東京医科⻭科⼤学 研究⽀援員配備事業. 「1. 腎臓・肺の上⽪細胞における新型コロナウイルス感染症の新規受容体の同

定と創薬／2. 細胞⽼化や代謝変化に着⽬した慢性腎臓病・糖尿病性腎臓病の病態解明／3. ヒト摘出腎由来尿細管オルガノイドに

よる各種の新規腎疾患モデルの作製」（研究代表者）. 

 

【受賞】 

1. Yuta Nakano, Masafumi Suga, Ryoichi Chatani, Kota Tatsuoka, Kenya Yarimizu, Yusuke Temma, Kentaro Tojo. The Best Idea Award. 

2023 Datathon Japan. 2023 年 9⽉. 

2. ⾚澤政信. 指導医賞. 内科学会第 688回関東地⽅会. 2023 年 7⽉. 

3. 安部聡宏. 奨励賞. 内科学会第 688回関東地⽅会. 2023 年 7⽉. 

4. 太⽥哲⼈. 関東地⽅会指導医賞. 第 686回⽇本内科学会関東地⽅会. 2023 年 5⽉. 

5. 原悠. 研究奨励賞. 第 32回バソプレシン・オキシトシン研究会. 2023 年 1⽉. 

6. 原悠. 第 36回研究奨励賞. 東京医科⻭科⼤学医科同窓会. 2023 年 4⽉. 

7. 原悠. 医師会賞. 東京医科⻭科⼤学医師会. 2023 年 5⽉. 

8. 原悠. YIA. 第 66回⽇本腎臓学会学術集会総会. 2023 年 6⽉. 

9. 蛇澤悠. 優秀演題賞. 第 80回神奈川腎炎研究会. 2023 年 2⽉. 

10. 松⽊久住. 優秀発表賞. ⽇本腎臓学会 若⼿基礎研究フォーラム 2023「腎臓基礎研究のススメ」. 2023 年 8⽉. 

11. 森雄太郎. 令和 4 年度東京都医師会医学研究賞奨励賞. 2023 年 3⽉. 

12. 森雄太郎. ⽇本医師会医学研究奨励賞. 2023 年 11⽉. 

 



【プレスリリース】 

2023 年 2⽉ 2 ⽇ 「ZNF185は⾎管バリアを構築し⾎管外への過剰な物質の漏出を抑制する」, 安藤史顕・内⽥信⼀・鈴⽊聡⼀郎. 

2023 年 2⽉ 13 ⽇「慢性腎臓病において⾎管⽯灰化を引き起こす悪⽟メッセージ物質を発⾒」, 萬代新太郎・内⽥信⼀・⼩出⾼彰. 

2023 年 6⽉ 16 ⽇「腎臓切除後の代償性腎肥⼤のメカニズムを網羅的解析で解明」, 菊池寛昭. 

2023 年 10⽉ 25 ⽇「慢性腎臓病による“⾎液脳関⾨の機能障害”と”タウタンパク質の不溶化”を発⾒」, 萬代新太郎・内⽥信⼀・松⽊久

住. 

2023 年 11 ⽉ 8 ⽇「LRBA 複合体はリサイクリングエンドソームにおいて AQP2 を活性化し尿量を調節する」, 原悠・柳川英輝・安藤

史顕・内⽥信⼀. 

【学会研究会主催】 

1. 野⽥裕美.中野区災害時透析医療連携会議. 東京, 2023 年 6⽉, 9⽉. 


